
 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分のよいところを知ること…他者との関わりから気付く 
校 長  関 根 治 彦    

 道徳で「うさぎとかめ」の話をもとに授業をしたことがあります。この話の教訓は「油断大敵」とか「地道にこつ

こつと歩むことが大切」とされていますが、子どもたちに考えさせたのは「なぜ、かめは、自信のない「かけくらべ」

で、それが得意なうさぎに勝負を挑んでしまったのか？」です。この時のかめの心理を考える授業を仕組みまし

た。 

この「うさぎとかめ」の話は、人と人が関わるときの心理の種類をよく表しています。 

○うさぎは、「人のことを見下し、認めない心理」。 

○かめは、「見下された時に、自分の劣っていることでも勝負してしまうムキになる心理。」 

もし、自分に自信のあるかめなら、「どうしてそんなにのろいのか」と言われても、「そうですけど何か？」と相

手にしないでしょう。または、「泳ぎで勝負しませんか」と反論することもできたかもしれません。自分を分かってく

れない人に、分かってもらうために、自分のよいところを忘れてしまう、これは、人が自信をなくしたときに陥る心理状態

です。 

この話の続きを考えた人がいます。その人が勝手に考えただけですので、正式な話の続きではありません。道

徳授業ではこのお話を最後に説話として、子どもたちに話しました。うあさぎとかめの母親も登場する続きのお話

です。うさぎとかめは、もう一回かけくらべをすることになりました。うさぎは、今度は油断しなければ絶対に勝てる

ことを知り、実力どおりに、かめに勝ったのでした。 

 うさぎとかめは、一勝一敗の引き分けになりました。そこで、うさぎはもう一度勝負をして決着をつけようとかめ

に言ったのでした。そして、うさぎは「何も道具を使ったり、何かに乗ったりしてはいけないよ。」と条件をつけたの

でした。家に帰ったかめは母にどうしようかと相談したら、「自分をよく知ることです。」と言われました。かめは母

の言葉の意味を考えて、あることを思いつきました。そして、翌日、かめはうさぎに「うさぎさんが条件をつけたのだ

から、私も一つ条件をつけていいですか？」とうさぎに聞きます。うさぎは「何でも聞いてやるよ。」と言いました。

かめは、海に浮かぶ、はなれ小島を指さして「あの島をゴールにするのが条件です。」と言ったのでした。うさぎは

昨日、かめに、何も道具を使ったり、何かに乗ったりしてはダメと条件をつけてしまったことで、泳ぐしかありません

でした。勝負は泳ぎが得意なかめが勝ったのは言うまでもありません。 

勝ったかめは家に帰って、母に勝ったことを伝えたら、母は 

「自分のことをよく知ることができたのは、誰のおかげなの？」 
とひとこと言ったそうです。うさぎも泣きながら家に帰り、母にくやしさを伝えたら、母は 

「自分の足りない部分を教えてくれたのは誰なの？」 
とひとこと言ったそうです。うさぎもかめも、相手がいたから、互いに学ぶことができたのです。 

このお話のように、人は他の人との関わりのよって、大きく成長していくことができます。しかし、その前提はそれ

に気が付いたり、実感できたりするという条件が付きます。小学生の子どもたち同士の関わりは、お互いに未熟な

ことがあり、自分のよさや相手のよさを理解していない場合が多くあります。相手のよいところよりも、苦手なことが目

に付いてしまいがちです。そう考えると私たち大人の役割は大切です。この話のうあさぎとかめの母親は、子どもの

ことをよく理解しているステキな親だなと感じませんか。それは、子どもたち同士が関わり合う中で、自分のよさを知

り、相手のよさを知ることができるように関わってあげているからだと思います。そうすることで、そこで得られる自信

（自己肯定感）はより確かなものとなり、子どもたち自身を大きく成長させていくことができるからです。この話を聞い

たとき、私自身もそういう子どもたちの関係を見守り、応援する親であり大人でありたいと思いました。 
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